特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年6月20日465号
里山農園　　ササユリ開花　里山農園で今年もササユリが開花しました。昨年に比べて二本がつぼみを付けました。梅雨とは名ばかりでほとんど雨が降らず大地は乾ききっているので、なかなかつぼみが大きくならず、14日にやっと開花しました。翌日には二本目に二つの蕾がつ、16日には残っている3つ目の開花が見られ、全部で4つの花が咲き揃いました。18日には最初に開花した花弁は落ちてしまいました。来年はもっと元気に数多くの花が生育してくれることを期待しています。
いよいよ夏野菜の収穫期です。まず23日午後にはジャガイモの収穫を行います。4筋の畝を掘り起こさなければなりません。かなりの労力が必要です。お手伝いにお越しください。約1時間の作業を予定しています。（雨天中止となります）　即売あり。2012年度の里山の会の収入の決算では成果物の販売で約8％です。大変大きな収入源です。この収益金を使ってイノシシの防御柵設置や木津川読本発刊経費、炭焼釜屋根の設置費に充当いたします。皆さんの積極的なご購入や販売への御協力をお願いします。里山農園では中辻さんと皆さんの手入れが行き届いてピーマン、ユウリナスビ、マメ、マンガンジ、トマト等が収穫できます。
ホタルの集い　朝日、毎日、京都、の新聞三社が開催案内記事の掲載をいただきました。今週はこの日までは晴天続きでしたので、間違いなく里山音楽会や蛍の集いが開催できるものとして大いに期待をして準備を進めてきました。しかし正午を過ぎるころから雨模様となり、心配した事務局のメンバーが事務所に集まりだしパソコンで雨雲の様子を覗きました。雨脚も音がするほどの激しくなり、とうとう5時の段階で最後まで首をひねらないで粘ってきた深田理事長が決断をして中止となりました。楽しみにしてこられた皆さんには、ことに申し訳ございませんでした。天候のことなのであしからずよろしくお願いしたします。いつも一番熱心にスタッフとして頑張っていただいている芳川さんは、現地会場付近で激しい雨の中河童姿でまだかまだかと3時間待ち続けていただきました。この場所は携帯電話が不通になるスポットでしたので連絡が付けられませんでした。申し訳ありませんでした。
木津川クリーンアップ　木津川出張所からごみ袋と軍手24人分が差し入れがあり、やまなみホールの河川敷から国道1号木津川大橋までの7か所の特にごみの散乱の著しいところを中心にして清掃を行いました。当日は51人の協力があって50袋分が収集されました。特徴的だったのは一番散乱の酷いところの山城大橋下（右岸）はどなたかが先に拾っていただいたのかほとんどなく3人でごみ袋2袋分でした。そのほかでは流れ橋でなんと20袋分も拾い集めなければならないものでした。昨年流出して修理され、砂浜が新しく作り直され水辺が大きく造られましたので、そのきれいな気持ちの良い浜辺でのバーベキューの散乱ごみと花火のごみが酷いものでした。開橋の左岸では毎日新聞社の取材もありました。約20人が30分ほどの作業できれいに仕上がりました。初めて取り組んだ大河原のやまなみホールでは新河川レンジャーの柴垣さんの呼びかけで村役場職員さんなど15人が集まっていただきました。年々御一緒に御協力していただける企業や有志の方々が増えてきています。徐々にこの時期の清掃が定着してきました。
19日現在のタマネギの販売可能数は40組があります。間もなく完売の予定です。お早目の御注文をお願いします。大量の注文の場合は自宅までお届けにあがります。副理事長の大村さんまでご連絡ください。
木津川カヌーの日　大阪湾まで下ろう　参加者募集始まる　　かねて予告していた大阪湾までのカヌー下りの参加者募集が始まりました。4日間かけて下るものですが、前半二日間は木津川を進みます。そして三日目からは淀川本川です。それぞれ午前10時に出発予定です。募集定員は30艇なので、ご希望者はお急ぎください。四日間の通し参加も、特定の日のみの参加もできますので都合の付く日のご参加をお待ちしています。カヌー仲間の前評判はなかなか好評のようです。初心者は笠置のフジタカヌー教室を経験いただくことが参加条意見になっていますのでご注意ください。

「遊びカヌー発祥の地」記念碑建立が決定　　デザイン決定　1936年のベルリンオリンピックに役員として参加された京都大学名誉教授がファルトボートを持ち帰り、戦後日本の河川用に改良をされ、笠置でさらに改良が進み全国に普及されて行きました。笠置は遊びカヌーの発祥の地であり普及の地でもあります。フジタカヌーの藤田進氏は全国のカヌー仲間に記念碑募金を訴えてこられました。地元石材店の協力や笠置館の協力などが重なり合って東海道自然歩道に面した一等地に建立が決まりました。9月8日（日）午前10時から除幕式の予定です。多くのご参加をお待ちしています。
木津川植生調査のまとめ　作業開始　標本の整理　　2007年から整理を進めてきた木津川に生育する植物の標本の管理は完成しているのですが、その後の活用のために使いやすく整理されているとは言い難く保存管理に重点が掛かってきていました。木津川の植物のほとんどが標本として残されているものをただ保存管理だけに終わらせているのは、宝の持ち腐れということになるのではないかと思います。大いにその活用を検討して木津川の豊かな自然を証明する資料の活用ができるようにしたいものです。活用方法に良い意見があればご連絡ください。
オオムラサキ観察会　今年は23日から一週間　何としても成虫の確認を　　昨年のオオムラサキの確認は観測日にクヌギの大木の上空を飛び交う２匹のオオムラサキのテリトリー争を確認できました。その後大村氏が畑で耕運機の運転中に丁度留まったところを撮影に成功された２件でした。今回はなんとか連日の観察日を計画して撮影に成功できればと思っています。皆さんの積極的な御参加と御協力をお願いします。
親子自然教室　鳥・魚・植物・昆虫　6月30日　午前10時～12時　中部住民センター　
講師は前近畿大学教授　桜谷保之先生　　
久しぶりに桜谷先生をお招きすることができました。ぜひ多くの方々のご参加をお願いします。また木津川堤御草むらに生育する昆虫たちを調べてみたいと思います。国交省木津川出張所に無理をお願いして堤防の草刈りを観察会のために刈り残していただきました。暑いさなかですが少雨決行で実施します。十分暑さ対策をお願いします。熱中症が心配です。水分補給をしっかりお願いします。雨天の場合は中部住民センターを使います。
山城大水害から学ぶ　連続講演会　
初回7月7日　井手町上井手　京都府立勤労者福祉会館

体験発表　宮本敏雪(井手町玉水)さん、林辰夫（和束町）さんからお話があります。
60年が経過してきているので、こうした体験を直接聞かせてもらえる機会は今後難しいと思われ
ます。普段はあまり聞くことのできない大変貴重なお話ですので多数のご参加をお待ちしています。
会場は、井手町教育委員会や図書館の前に大きな体育館が会場です。
続いて14日は久御山排水機場で第2回目、21日には天ケ瀬ダムで第3回目を予定しています。
暑い最中ですが多くの方々のご参加をお待ちしています。
オオムラサキ観察会
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参加者
募集中
京田辺にも住んでいる国蝶オオムラサキを観察しませんか。
この蝶は環境庁が絶滅危惧種に指定して、保全に力を尽くしています。私たちやましろ里山の会では、発足以来調査を続けて生育を確認してきました。６月下旬ころから７月の初めころに成虫を見つけることができます。京田辺市の山にはコナラが沢山生育している特徴があります。中にはクヌギも混じっていて、クヌギの樹液がオオムラサキの食べ物になっています。クヌギが樹液を出している比較的高いところが見つかると集まってきます。成虫大きさは１４cmくらいで、オスは自分の縄張りを持っています。幼虫は冬を越すためにエノキの落葉に隠れています。里山の会では毎年１２月の最終日曜曜日に調査観察会を実施して生育を確認してきました。
オオムラサキは比較的大きくて飛ぶスピードもモンシロチョウ等とはくらべものになりません。素人ではとても飛んでいるところを見ても判断できません。樹液に夢中になっているところがチャンスです。
指導　前近畿大学教授　桜谷　保之　先生
６月２３日　（日）９時３０分　普賢寺小学校前（集合）
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申込　　　不要　当日現地に集合
服装　　　長ズボン　長袖　補虫網　しっかりした靴　手袋　帽子
持ち物　　水筒　筆記具　携帯できる椅子又は敷物　団扇　手ぬぐい　　
連絡　　　この日この時必ず確認や発見が出来るものではありません。
自然観察は必ず目的がその日に達成できるものではありま
せんので、心得てご参加ください。
問合せ　　里山の会事務所　電話0774-64-4183（fax兼用）
　　　　　　　　　　　　（11時30分まで約２時間の観察会です)
主催　特定非営利活動(NPO)法人やましろ里山の会
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参加者募集
平成２５年６月３０日（日）
集　合　午前10時00分～12時まで
時間　　　１０時００分～１２時
実施場所
京田辺市セセラギホール
　中部住民センター
申込み
　　　 里山の会 0774-64-4183(FAX)
参加費
不要
持ち物
帽子　水筒
指導
前近畿大学教授　桜谷　保之先生
問合せ
里山の会事務所　電話0774-64-4183（fax兼用）　

主　催
　　木津川管内河川レンジャー　　
支　援
　　国土交通省近畿地方整備局淀川河川事務所
協　力
　　ＮＰＯ法人　やましろ里山の会
この観察会は23日(日)だけではなくて、約一週間毎日2時間程度連続観察を予定しています。　


29日まで実行しますので、1日でも都合のつく方はご参加ください。ただし雨天の場合は中止となります。(少雨でも中止です)
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